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說

所

得

桃

番

識

所
得
我
欧
正
論

(

上)

辩
十1

號

K

成

瀬

mem

國
庫
歲
入
の
現
況
は
頗
る
良
好
に
し
て
本
年

A

月
末
の
調
査
に
係
る
大
正
五
度
の
現
計 

が
同
年
度
の
豫
算
に
比
し
祖
税
.に
於
て
三
千
五
百
六
十
餘
萬
圓
、印
紙
.收
入
に
於
て
九
百
七
十 

儉
萬
圓
、官
業
及
び

.官
有
財
産
收
入
に
於
て

K

千
.二
百
能
萬
圓
の
增
加
を
示
せ
る
を
以
て
見
れ 

ぱ
來
年
度
豫
算
に
於
て
は
相
當
の
自
然
播
收
を
見
積

&

得
る
其
上

.に

，
：
'
!
<
啤

威
？：

ぜ

原

と

し

て.
K 

用

レ

得

ぺ

九

，
千

四

}ni

七
十
餘
高
圓
の
圃
庫
剩
餘
金
を
存
す
る
次
第
が

れ
：2:^

も

J

方
に
歲
出 

墙
加
の
勢
も
亦
甚
だ
急
激
な
る
爲
め
當
局
者
は
收
支
の
均
衡
を

.鬪
る

'上
_に
少
な
か
ら
ざ
る
困 

難
を
感
じ
つ
、
あ
る
は
實
際
の
事
實
な
る
が
如
し
圓
ょ

-
:臨̂
時
，事

.件
艘
並
に

•軍
事

'費
の
如

&
 

は
戦
举
に
禅
ふ
臨
時
の
歲
出
に
し
て
其
終
局
ご
共
に
當
.然
消
減
ず
可
さ
性
質
の
も
の
な
れ
ど 

も
方
に
海
軍
の

f
f充
兵
器
の
改
良
航
空
機
關
の
充
實
等
水
續
的
に
支
出
を
耍
す
可

W

规

の
費
目
少
な
か

.ら
ざ
る
を
以
て
單
に
軍
事
上
ょ

◊

見
る
も
®
時
事
仲
費
並
に
賊
事
戲
の
消
滅 

，は
必
ず
し
も
經
費
の
满
少
を
來
さ

^

る
の
事
情
あ
-̂
.殊
に
目
卞
の
自
然
播
收
は
時
局
に
挣
ふ 

1

時
的
現
象
に
し
て
®
後
に
至
れ
ぱ
或
雅
度
迄
減
少
す
る
の
虞
あ
る
に
反
し
今
後
敎
育
、産
業
、
 

社
會
政
策
等

®

ク
，の
方
面
に
於
て
國
費
の
膨
服
は

.免
が
る
可
か
ら
ざ
る
の
趨
勢
に

f
f
i 

A然
.も
 

時
局
の
結
果
‘猛

 

> 小
額
所
得
者
め
生
活
難
を
加

®

し
て
著
し
く
其
納
税
.力
を
满
殺
し
力
る
爲
め
、
 

資
擔
の
公
平
を

.目
的
ビ

ず

る
廢
減
税
の
必
要
愈

f切
實
を
加
へ
た
る

.

.を
思
ふ

ノ
レ
さ
は

' j  

M
に
於 

て
歲
出
の
膨
服
に
應
ず
る
他
の

一

而
に
於
て

®

だ
し
く
脅
纖
の
均
衡

.を
失
せ
る
或

®

類
の
'祖 

挑
例
へ
ぱ
所
得
税
ヤ
-始
め
爷
種
の
消
費
税
、通
行
靴
，米
其
他
の
食
：料
品
に
對
す
る
輸
入
桃
.等
を 

0
廢
す
る
爲
め
に
大
に
歲
入
の
墙
加
を
鬪
る
は
：目
下
の
载
務
ご
云
は

.ざ
る
を
得
ず
、或
は
行
政 

整
理
、满
愤
基
金
撒
廢
等
の
方
法
も
あ
れ
ど
も
行
政
整
理
に
依
て
互
額
の
財
源
を
检
出
す

る

が 

如
き
は
云
ふ
可
く
し
て
行
ふ
可
か
ら
ず
又
減
債
基
金
の
撤
廢
に
依
て
總
て
の
要
求
を
*
足
せ 

し
む
る
こ

W

能
は
ざ
る
は
明
白
な
る
事
實
に
し
て
他
に

•適
當
な
る
財
，源
を
求
め
ざ

.る

限

^55  

要
な
る
则
政
計
晝
を
充
分
に
遂
行
す
る

こ

と

は
事
實
不
可
能
な
る
に

' 似
-た
ク
而
し
て
我
國
の 

現
狀
に
，於
て
官
業
官
有
財
産
の
收
入

.又

は

專

賣

局

，
の

益

金

に

：
依

て

多

額
.の
.
#
收

を

得

るこ

£
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.

‘然
十

1

J
o 

.は
實
際
に
望
む
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
大
歲
入
の
潜
加
を
闘
ら
ん
ご
す
る
に
は
勢
ひ

M

役
に 

依
職
す
る
の
外
な
し
と
し
て
、

I

時
的
财
源
と
し
て
は

g

時
利
得

.桃
、永
久
的
財
源
と
し
て
は
.土
 

地
差
潘
秘
、資
本
利
子
秘
、家
屋
税

(

國
桃

W

し
て
の

)

等
の
新
耽
を
起
ず
の
至
當
な
る
を
認
む
れ
ど 

も
旣
設
の
親
耽
に
對
し
て
も
税
率
も
し
く
は
課
税
の
方
法
を
改
む
る
に
於
て
は
之

に

依

て

ね
 

當
の
墙
收
を
得
る
こ
ご
疑

S

あ
る
可
か
ら
す
，所
得
耽
の
如

S

は
即
ち
其
一
な

b
o 

.

本
来
所
税
は
近
世
の
乱
称
中
最
も
重
さ
を
置

V
-

可

&

も
の
に
し
て

！

國
租
视

『

 ̂

^

.|«, 

.

.
心

税

目

力

る

可

&

性

.

®

の

も

の

な

る

に

も

拘

は

ら

ず

我

國

に

於

て

は

其

牧

入

極

め

て

僅

少

に
 

し
，
て

豫

想

タ

の

好

成

績

を

现

は

し

カ

ゥ

と

、稱

せ

ら

る

大

正

’
五

年

度

じ

於

て

す

ら

ほ

五
 

百

萬

圓

本

年

八

月

末

明

計

)

に

過

ぎ

ず

し

て

遠

く

酒

税
(

八

千

九

百

餘

.
萬

圓

)

地

租

(

七

千

三

百

儉

蔣
 

圓

)

に

及

ば

ざ

る

の

有

機

,
ぷ

り

(

時

局

前

迄

は

關

税

に

も

及

.
ぱ

ざ

A

き)

今

試

み

に

最

近

五

年

間

に

 

於

け

る

所

得

税

額

ビ

租

税

總

牧

入

と

を

比

較

す

れ

ぱ

左

の

如

し

。

¥

俊

大
正
元
年 

大‘r^  
ニ
ギ 

大
正
三
根

所

粒
1

三 <

、
九
ニ
ニ
 i

r
i
：

九
八 

二 ニ
五
、
五
九
 r

、；n
m
I
A

 

二
！七
、

！

五
七
二 

A
W
.

租
：
糧

總

收

入

ミ
六0

、

九
六
九
、
九一
 ̂

三
六
九
、

S

七
九
、
六
八

一 

ニ5

H
、
七
0
八
、

g
n

六

租
桃
，湖
收
入
に
謝
ず 

る
所
得
桃
の
割
合
，

1

御
七
厘 

'

九
分
六
厘 

1

劍
八
原
'

m

i

I

い

三
七
、

H=1

六
七
、
ニ

1

六
七
.. 

五 

一
、
二
八

S
T

ニ
ニ1

ニ 111  r

 
七 HTMT  八

！
！
1  

三
四
八
、
六
七
ニ
、
八
三
九

,1
-

御
ニ
サ 

1
割

！
：

分

七

厘

大
正
！
！
ギ

所
得
枕
の
收
入
斯
の
如
く
僅
少
な
る
其
最
大
の
原
因
は
我
國
於

'て

I

般
に
所

.得
‘を
隱
蔽 

し
以
て
脱
税
を
圆
る

0 

P
風
®

だ
®
な
る
の
事
實
に
歸
せ
ざ
る
を
得
ず
と
雖
も
税
法
上
の 

點
も
亦
與

C
V

て
カ
あ
る
こ
ふ
爭
ふ
可
か
ら
す
、ー
般
に
納
税
力
の
大
な
‘る
財
産
所
得
に
對
し
て 

殊
更
.に
税
律
を
低
く
し
甚
だ
し
さ
は
之
に
免
税
の
特
典
を
與
へ
て
以
全
收
入
上
に
大
影 

與
へ
力
る
が
加
き
其
最
も
顯
著
な
る
も
の
に
し
て
若
し
も
是
等
の
黯
に
適
當
の
改
正
の
加

. 

ノ
る
に
於
て
は
大
に
其
收
入
を
潘
加
す
る
こ

V
J

疑
ふ
可
か
ら
す
、然
も

一

方
小
額
所
得
者
の
.立 

場
ょ

A

眺
む
，る
と

&

は
其

M
擔
.甚

だ

，重

く

し

て.一 .

般
に

.税
率

9

高
さ
に
過
ぐ
る
は
取
す
に
及 

ぱ
ず
免
桃
黯
の
如

.

T
O

も
物
價
並
に

.
一
般
國
民
の
生
活
殺
度
に
比
し
て
低
&
に
失
す
る
の
嫌
ひ 

あ

-
^
、ル
/ご
是
等
の
事
情
を
考
ふ
る
と
さ
は
所
得
税
改
正
の

必

は
甚
だ
緊
切
に

し

て
、之
を
改 

す
る
に
當

A

て
は

.
★
體
に
於
て
小
額
所
得
者
の

M
0
を
輕
減
す
る

W

共
に
納
税
力
の
大
な 

.る
者
の
負
擔
を

.加
重
し
斯
く
て
全
般
の
課
税
，を
な
平
な
.，ら
し
む
る
と
同
時
に
其
收
入
を
大
に 

播
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
ゎ
。
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離

十
5

pii
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第
十一

卷

(.一

四一?
m

>

論

0

所
得
.桃
改
疋
論.

然
ら
ぱ
現
行
所
得
税
法
は
如
何
な
る

K

に
於
て
改
正
を
施
す
可
さ
か
、先
づ
.小
額
所
得
者
の 

脅
擔
輕
職
を

.目
的
と
し

.
て
.論
せ
ん
じ
第
一
に
必
要
な
る
は
第
三
棚
所
得
に
對
す
る
免
税

K

の 

引
上
げ
な
る
可
し
從
來
其
免

.稅
黯
の
三
百
圓
な

i

し
を
大
正
ニ
年
の
改
正
に
依
て
四
百
圓
に 

引
上
げ
力
る
は
税
法
上
の
一
進
步
と
見
ら
れ
ざ
る
に
非
ず
と
雖
も
物
價
並
に

一

般
國
民
の
生 

活
程
度
に
比
す
れ
ぱ
四
百
圓
は
其
當
時

.に
於
て
も
決
し
て
適
當
の
靴
®
に
非
ず
況
ん
や
物 

價

m

貴
、生
话
程
度
急
騰
の
今
日
に
於
て
を
や
。
免
税
點
の
基
礎
と
爲
る
可
さ
生
計
最
小
必
要 

轿

を
如
何
な
る
殺
度
に
定
む
可
さ
や
は
極
め
て
困
難
な
る
問
題
な
れ
ど
も
國
民
生
游
の
早
：度 

著
し
く
向
上
し
.ゥ
物
價
昂
職
め
趨
勢
頗
る
顯
著
な
る
今
日
、四
百
圓
の
所
得
を

以

て

一
家

を

 

支
ふ
る
こ
と
は
非
常
の
難
事
に
し
て
之
に
依
ャ
衛
生
、道
德
に
.適
へ
る
文
明
生
活
の
最
低
阪
度 

を
維
持
す
る
こ

„;J;

は
事
實
不
可
能
な

>
9と
云
ほ
ざ
る
可
か
ら
す
、前

®

の
改
正
に
衣
て
三

f
l
u
®

 

の
免
桃
點
を
四
百
圓
に
引
上
げ
力
る
は

. 一21^

大
英
斷
に
似
力
れ
ど
も
奮
法
制
足
の
當
時

(

明
治 

三
十

ニ

年
V
J
新
法
制
定
の
常
時

(

大
正

1
I

年)

と
を
比
較
す
れ
ぱ
物

.價
は
約
.三

0
五
分
の
騰
貴
に 

し
て
明
治
三
十
二
年
に
於
け
る
三
百
圓
の
購
質

®

値
.ほ
：大
正

一
I.

年
に
於
て
二
百
二
十

1
J

圓
に

i

i

i

i

F

i

p

i

n

g

減
じ
即
ち
明
洽
三
十
ニ
，

ig-

の
物
價
を
標
準
と
ず
れ

'ぱ
大
正

1
1

年
に
於
け
る

0

百
圓
の
購
買
慣 

傲
は

ニ

百
九
十
六
圓
に
過
ぎ

•ざ
る
を
思
ふ
と
さ
は
事
實
に
於
て
は
觅
税
點
の
引
上
げ
；！̂非
ず 

し
て
寧
ろ
其

H
?

下
げ
と
認
め
ざ
る
を
得
す
、若
し
关
れ
新
法
制
定
當
時
と
今
日
と
を
比
峡
す
れ 

ぱ
物

B

は
約
八
割
の
騰
貴
に
し
て

其

當時
！
：

百
圓
の
購
買

價

値
は
今
日
二
百

二

十

ニ

圓
に
激 

落
し
力
る
道
理
に
し
て
事
實
上
著
し
く
免
税
點
を
引
下
げ
力
る
と
同
一
の
結
莱
を

‘來
し
力

.

CV,  

圓
ょ

/

近̂
来
の
物
價
騰
貴
は

®

爭
に
俾
ふ
一
時
的
現
象
に
し
て
早
晚
反
動
的
.低
落
を
吿
ぐ
可 

さ
は
略
ぱ
推
測
す
る
に
®
か
ら
ず
ビ
雖
も
其
反
動
的
低
落
も
亦
一
時
の
現
象
に
し
て

一

般
物 

.價
の
標
準
が
戰
前
の
狀
態
に

®

す
る
こ

V
J

は
到
底
思
ひ
も
寄
ら
す
、不

n

な
之
を
平
均
し
て
見
る 

と
さ
は
物
價
の
大
勢

.は
騰
貴
の
！
方
に
し
て
戰
時

*

も
し
く
は
戰
後
に
於
て

一

時
、反
動
的
崩 

落
を
吿
ぐ
る
こ

ビ

あ

☆ W

す
る
も

S.

び
騰
貴
の
趨
勢
に
向
ふ
こ
と
疑
を
容
る

.可
か
ら
す
"范
税 

點
引
，上
げ
の
必
要
甚
だ
緊
切
な
る
を
見
る
可
し
、然
ら
ぱ
其
引
上
げ
の
趣
度
は
如
何
、此
點
に
於 

て
は
學
卷
實
際
家
の
間
に
異
論
少
な
か
ら
ざ
る
可
し
ビ
維
も
物
價
騰
貴
の
大
勢
ざ
生
活
殺
度 

，の
急
腾
と
に
鑑
み
免
耽

®

を
少
な
く
ご
も
六
百

.圓
ニ
家
五
人
平
均
と
見
て

一

人

！
ヶ
月
の
生 

®

®
十

圓)

に
引
上
ぐ
る
の
必
要
を
感
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
々
。

奶

十一

卷

n
0
r
i

七)

論
魏
所
得
靴
改
正
論
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5

,

 

I

、

次

に

動
勞
所

.得

の
按

‘除
额
に
就
て
考
ふ
る
.，

に
.

現
：：

行

视

法

に

於

て

は

第

，
，
三

極

の

所

得

中
捧
給
、
 

給

料

、手

當

，歲

費

年
金
、
恩
：
給
、退

隱
料
に

就

て

は
牧

入

年

額

ょ

：；
ム

其

，
十

分.の

1,

を
控
除
し
力
る
も 

の
.を
以
て

.所
得
ギ
爲
し
之
に
課
税
す
る
の
方
法
を
取
れ

.
る
も

十̂
分
の

！

の
控
除
額
は
少
な
さ 

に
過
ぐ
る
が

.如
し
、抑
も
國
家
が
動
勞
所
得

、/J.

財
座
所
得
と
を
區
別
レ
て
課
桃
上
に
，
分
'の
手 

心

を
.用

ふ
る
所

以

は

1
方
の
所
得
が
不
離
實
に
し
，て
疾
病

.死

C

等
に
因
り
大
激
變
を
來
す
の 

み
'な
ら
ず

其

發

生
に
一
定
の

期

間

を

，存
す
る
に
反
し
他
方
の
所
得
が
所
得
者
一
身
の
外
に 

立
し
て

其

收
.入
.確

實

な
る
の
み
な
ら
.ず

其

發

生

永

久

に
涉

.
C
V

て
盡

.く

る
こ
と
な
く
レ
て
自
ら 

.鄙

®

力
に
大
な
る

4^.

遂
を
存
ず
る
が
爲
め
に
外
な
ら
す
、旣
に
兩
者
の
間
に
著
し
き
.納
税
力
の 

か

、避
をt

：£

む
を
以
上
は

其

K

に

税
率
の

差

別
を
設

.

.
く

る
か
然
ら
ざ
れ
ぱ
動
勞
所
得
に
對
し
て 

相
當
の
控
除
額
を
設
け
て
以
て

.負
擔
の
均
衡
を
圖
る
は
至
常
の
方

.法

.に
し
て
'後

の

に

於
 

て
は

十

分

の
三

g

を

以

て
適
當
の

控

除

額

と

認

む
る

こ

マ

J

一
般
の
定
說
な
る
が
如
し
、現
に
我 

M

じ

在
ク
て

i

明

治

r
a十

年

西

圓

.寺
f
t 
0
.の

時

に

設

置

：
せ

ら

れ

力

る

，能

，
法

整

理

案

調

査

會

に
 

於
て
は
右
の
控
除

0
を
十
分
の
三
と
決
定
し
、明
治
四
ナ
三
年
第
一

一

桂
內
閣
が
第

1
J

十
六
譲
會 

に
提

®

し
力
る
所
得
税
法
改
正
案

(

政
抑
は
財
源
の
關
係
上
，之
を
徹
囘
レ
力
る
，こ
と
，

^I

k

記

憶
に
新
な
上
ず
ら
之

を
十
分
の
ニ
と

定
め

力
る
に
も

拘

は
ら
ず
前
暇
の
改
正
に
於
て
十
分
の 

I

と
爲
し
折
角
税
法
.上

に

動
勢
所
得
と
财
產
所
得
と

の

膝
別
を
能
め
な

が
ら

實
際
に
於
て
著 

し
く
其
效
能
を

减

却
し

力
る

は
遺
減
に
し
て
少
な
く

ど
も

之

'を
十
分
の

三
位
に
を
め
ざ
る

可

r

か
ら
ざ
る
な

b
,又
.現
行
法

.は
小
額
所
得
器
の
資
擔
を

.輕
减
す
る
，と
共
に
千
圓
以
下
の
所
得 

對
し
て
總
て
枕
率
を
均

一

に
し
力
る
事
ょ
-
生
ず
る
負
摩
の
不
公
平
を
緩
敝
す
る
目
的
を
以 

て
所
傳
金
額
が
五
百
圓
以
下
な

.る
と

&

は
百
五
十

®
"七

fni

圓
以
下
な
る
と
さ
は
百
圓
、モ
圓
以 

下
な
る
ご
さ
は
五
十
圓
を
其
所
得
ょ

.

0
.

擦
除
し
力
る
殘
額
に
：

.課
税
す
る
の
牡
組
な
れ
ど
も
.其 

趣
旨
を
撒
底
せ
し
む
る
爲
め

‘
.に
は
右
の
德
除
額
を

.潜
加
す
る
は
勿

J
S
、

更
に
進
ん
で
千
圓
以
上 

の
所
得
に
對
し

て

も
或
雅
度

迄
、
控
除
の
特
典
を

.與
，ふ
る
の
要
な
き
や
如
何
、尙
ほ
秘
税
の
分
配 

は
云

‘ふ
迄
も
な
く
各
人
の
，納
税
力
を
標
準
と
す
る
も
の
に
し
て
納
桃
力
の
大
小
に
依
て
桃
額 

を
異
に
ず
可
き
も
の
な

A

と
す
れ
.ぱ
其
繊
眺
力
に
大
な
る
影
響
を
與
ふ
可
さ
家
族
の
員
數
就

中
小

®

の
數
に
依
て
課
税
上
に
手
加
减
を
加
へ
例
へ
ぱ
威
程
度
以
下
わ
小
額
所
得
'に
對
し
て

, 

、

は
小

.

®1

人
に
仲

I 

0

の
控
除
額
を
駄
ぐ
る
が
如
さ
は
資
擔
の
公
平
を
圃
る
上
に
於
て
甚
だ 

必
要
の
方
法
な
る
に
此

f
f
iに
於
て
何
等
の
规
定
化
さ
は
桃
法
上
の

一

眺
點
と
認
め
ざ
る
を
得 

路十，一

海

n

風
3
九)

論

說

’
脈
得
繁
正
論
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所
得
税
改
正
論

德
十
一
,魏

I

■
T

す，
更
.に
桃
难
の
點
ょ
ム

.見
る
に
千
圓
以
下
の
所
得
に
纖
し
て
千
分
の

-
ニ
十
五
と
云
へ

.
る
が

S,  

&

高
率
を
課

.す
る
は
稿
當
に
非
す
、課
桃
上
に
累
進
率
を
適
用
す
る
は
納
秘
力
の
，點
ょ

A

見
て 

至
當
の
方
法
な
れ
ど
も
！方
に
於
，て
一
.般
に
納
税
力
の
大

な

.

る
第

ニ
稱

所
，得
即
ち
公
債
社
债 

の
利
子
に
纖
し
て
、千
分
の
二
す

W
.

云
へ
る
極
め
て
低
率
な
る
比
例
耽
を
課
し
な
が
ら
納
税
力 

，の
，厳
も

'

 

小
な
る
所
得
に

.動
す
る
累
進
税
の
：最
低
，率
を
ニ
十
五
の
高
さ
に
居
ら
し
む
る
，は
不
公 

平
の

®

だ
し
さ
ぁ
の
な

’る
可
し
、荷

く

も
課

.桃
上
に
負
擔
の
公
平

.を
勘
す

る

以
上
、小
額
所
得
に 

對
す
る
税
率
は
特

.別

.に：之
を
低
く
し
て
以
て

.其
納
税
力
と
の
：調
和
を
圆
ら
ざ
る
可
か
ら
す
、余 

は
此

1
ょ

A
し

て

小
银
所
得
就
ホ
千
圓
以
下
の
所
得
に
對
し
て
は
著
し
く
其
税
率
を

引

下

ぐ
 

る
の
必
要
を
認
む
る
も
の
な
り
。，

0

以
上
は
塊
ら
職
桃
の
方
面
ょ

A

論
じ
☆

る
も
の
な
れ
ど
も
所
得
税
の
全
收
入
を
辦
加
せ
ん 

と
ず
る
に
は
右
の
减
收
を
償
ふ
て
尙
ほ
條
あ
る
可
，

3̂

播
收
の
方
法
を
講
せ

ざ

る
可
か
ら
す

、
：
^̂

 

a

に
於
て
第
一
，に
必
要
な
る
は
會
社
ご
株
主
社
員

ざ

を
職
別
し
て

別

々

に

課

桃

す

る

こ

と

是

.

れ
な

'ク
ま
社
は
合
名
力
る

i
}

合
資

4^:1

る

ゾ
レ
將
力
株

.武
力
る

zyj

を
間
は
ず
孰
れ
も
資
本
家
の
藤

金
に
成
る
，も
の
な
れ
ぱ
一
旦
會
社
の
純
膝
に
課
：桃
し
力
る
上
、更
に
株
主
、社
員
の

.m

當
金

h

課

枕
す
る
は
明
に
重
複
課
视
に
陷
る
を
以
て
會
社
の
所
得
に
所
得
耽
を
赋
課
す
る
と
さ
は
株
主
、

社
員
が
利
猛
配
當
金
と
レ
て
會
社
ょ

.

C
S

受
取

A

力
る
所
得
に
對
し
て
は
所
得
税
を
免
除
せ
ざ

る
可
か
ら
ず
ビ
の
說
ぁ
々
，現
に

.我
現
行
法
は
此
兄
解
に
基
&
所
得
税
を
課
せ
ら
れ
力
る
法
人

ょ

-

=
s

受
く
る
配
當
金

.に
對
し
て
は
所
得
税

.を
課
せ
ざ
る
の
規
定
な
れ
，，ど
も
斯
の
如
さ
は
適
當

-

の
方
法
に
非
ず
、蓋
レ
會
社

W
.

個
々
の
株
主
、社
員

ゾ
レ
は
各
別
個
の
軸
税
主
體
を
爲
す
の
み
な
ら

ず
全
然
其
納
税
力
を
異
に
す
る

.も

.の
に
し
て

.會

社
の
所
得
ご
株

.主
，
社
，
員
の
配
赏
金

W

は
斷
じ

て
同

一

の
牒
税
目
的
物
と
看
做
す
を
得
ず
現
，に
會
.社
の
所
得
即
ち
純
益
中

に
各
種
の
，積
立
金
、賞
與
金
、綴
越
金
等
を

‘包
金
せ
る
に
非
ず
や
、又
實
際
問
題

株
主
、；M

員
に
對
ず
る
配
當
‘率
會
社
の
所
得
税
と
は
殆
ど
無
關
係
に
し
て

桃
に
依
て
何
等
の
動
搖
を
來
さ

^

る
は

.绩
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
實
な
ム
，要
す

社
員

ビ

は
•別
個
の
主
體
に
：，し

.て：前
者
の
所
得
と
後
；者
の
配
當
金

W

は
決
し

的
物
に
非
ざ
る
を
以
て

.是
等
の

«

方
に
：課
税
す
る
も
重
複
不
課
耽

.の
，原
則 
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明
す
旣
に
是
等
の
服
激
に
課
桃
し
て
差
支

-な
し
ご
す
れ
ぱ
大
株
主
ビ
小
蛛
主
.ビ
の
旧
に
ね
遺 

の
均
衡
を
先
ず
ご
の
理

®

を
以
て
株
武
會

»

に
»
し
て
架
進
税
を
課
す
る
こ
ビ
に
反
對
す
る 

は
無
意
味
に
し
て
現
の
此
例
税
は
當
然
之
ど
累
進
税
に
.改
め

 
'
ぎ
る
可
か
ら
す
、而
し
て
之
ビ 

同
時
に
必
要
な
る
は
倉
社
に
對
す
る
税
率
を
一
般
に
引
上
ぐ
る
の
一
事
に
し
て
現
.？
法
に
於 

て<
n

名
合
資
會
社
に
對
ず
る
最
高
率
を

.モ
分
の
百
三
千

2

十
齊
圓
を
超
ゆ

る

金
額
に
對
し

¥ 

篇
し
て
第
三

S

所
得
の
ニ
萬
圓
以
上
三

‘寓
圓
以
下
の
金
額
に
對
す
る
税
率

(

千
分
の
百

®

十)

ょ 

も
も
低
く
し
た
る
が
如

&

將
カ
株
式
會
社
に
對
す
る
税
率
を
千
分
の
六
十
ニ
、五
の
化
例
税 

爲
，し
て
第

H

糧
所
得
の
五
千
圓
以
上
七
千
圓
以
下
の
金

額

に
®
す

る

税
率

(

千

♦

の

七

士

ょ

も
 

も
低
か
ら
し
め

☆

る
が
如
き
は
資
擔
の
公
平
を
得
力
る
も
の
と
云
ふ
可
か
ら
ず
、雄
に
株
武
會 

社
に
對
す
る
桃
率
を
六
十
二
、五
の
低
き
に
居
ら
し
，

^
る
結
取
合
名
、合
資
會
社
の
組
織
を
株
式 

會

®

に
變
更
し
て
事
，實
上
脱
税
を

.企
ク
る
も
の
頻
出
す
る
に
至
れ
る
は
苦
♦
し
さ
次
第
な
れ 

ど
も
雨
者
の
税
率
に
格
段
の
差
別
を
設
け
て
恰
も
脱
税
を
獎
勵
す
る
が

如

,

^
方

法

.を

取
る

以

 

上
、取
る
結
架
を
生
ず
る
は
當
然
じ
し
て
毫
も
怪
し
む
に
兄
ら

t

.此
點
に
於
て
も
视
举
改
正
の 

必
要
を
：息
る
可
し
、大
正
ニ
年
に
山
本
內
開
が
鶴
，會
に
提
出
じ
力
る
所
得
桃
改
，正
拳
に
め
て
は

'

し
.
.
.
.
-
.
- 

、.

.

.

.

.

 

.

.

.
 

■ 

■
■
■

,
,■ 

■
*
:
.
.
.
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'

■ 

• 

•

合
名
合
資
會
社
に
徵
す
る
撒
：率
を
千
分
の
四
十
乃
至
千
鋒
の
二
百
ユ
十

.と
爲

U

て
始
ど
®
三 

種
の
所
得
ビ
同
一
に
収
极
ひ
、又
株
武
會
社
の
税
榮
を
千
分
の
六
十
$
と
爲
し
斯
く
て
法
人
听 

得
'桃
に
於
て

A
十

0

將
圓
の
潜
收
を
圆

，
ら

ん
ビ

.し

.た
る
缴
識
院
ギ
政
府
の
原
案
に
修

H
：?

を
加 

へ
て
前
者
を
千

.分
の
四
十
乃
至
千
分
の
百
三
十
に
引
上
げ
、後
者
を
奮
法

®
.CV

千
分
の
六
十
ニ
、

.

五
に
止
め
た
る
は
不
當
の
修
正
に
し
て
所
謂
衆
愚
政
治
め
弊
を
遺
減
な
く
暴
露
レ
力
る
も
の 

ビ
云
ふ
可

し

0-
 

: 

L

次
に
考
ふ
可
さ
は
公
債
、社
債
の
利
子
に
し
，て
他
の
得
に
對
し
て
は
厘
*其
桃
率
を
引
上
げ 

な
が
ら
獨
，

-̂

是
等
の
所
.得
に
對
し
て
は
明
治
三
十
一
一
年
以
來
今
日
に
至

る

迄
、其
视
率
を
千
分 

の
二
十
に
止
め
わ
る
は
不
條
理
の
甚
だ
し
さ
も
の
ご
云
は

.ざ
る
可
か
ら
す
、殊
に
日
露
は
：̂
こ
 

關
し
て
發
行
し

.た
る
國
債
の
利
子
に
對
し
て
は
一
般
の
應

•募
を
獎
勵
す
る
爲
め
に
特
に
听

2
%

 

税
を
免
除
し
.次
て
明
洽
四
十
ニ

 4if

に
至
-
^
、時
の
桂
内
閲
は
公
債
市
價
の
釣
上
を
目
的
ご
し
て 

總
て
の
國
償
に
働
し
て
所
得
税
を
免
除

.ず
る
の

.法
#

案
を
譲
會
に
提
出
し
て
其
協
，費
を
懷
ヵ 

る
結
嚴
魂
に
第
二
，

®!

2
：；,

得
称
を
課
せ
ら
る

 

> 

公
懷
の
利
子
は
地
サ
僮
並
に
外
國
公

.貴

Q

利
子 

，に
服
ら
る

 

> 

の
有

‘樣
ネ
も
公
債
の
：所
得
者
は
槪
ね
軸
：耽
ガ
の
大

♦:

る
階
叙
に
廣
す
る
こ
ビ
今

.

筋
十
！卷
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熟
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u

 

~™'

n-
-
1

-
-
1

.

.

.

.

ホ
十

I

怨

(
I

S
I

I
S

論

，說 

日
の
實
際
な
る
に
之

-に
對
し
て

I

一
 

況
し
て
公
债
卞
大
、部
分
を
占
む
る

.
 

桃
力
の
大
な
る
階
級
の
負
擔
を
大 

る
も
の
に

‘
し
て
何

V
J

評

ず

.可
さ
言 

げ
て
以
て
負
擔
の
公
平
を
圓
る
は 

法
を
廢
止
す
る
に
在
ぐ
。

現
行
法
に
於
て

<
n

名
、合
資
會

g
 

百
三
十
、又
第
三
種
所
得
中
十
寓
圓 

例
税
を
課
し
税
率
に
何
等
の
差
別 

適
當
の
方
法
に
非
す
，云
ふ
迄
も
な

得
挑
彼
正
論'.:
 

,
 

'幣
千
.5
.
. 

i
Q

十
年

.來
嚴
も
ま

.き
：比
例
職
を
：
‘課
す
る
.さ
へ
不
條
理

な

る

に
. 

國
'債
の
和
子
に
對
し
て

.所
得
桃
を

.免
除
し
事
實
に
，於
て
納 

に
輕
贼
し

.力
る

.は
祖
税
と
納
税
力
ビ
の
關
係
.を
無
視
し
力 

葉
も
な
し
、公
僮
、社
.債
の
利
子
に
對
す
る
税
率
を
大
に
引
上 

甚
だ
必
要
の
事
な
れ
ど
も
先
.決
問
題
は
國
債
利
子
不
識
桃

の
所
得
中
ニ
十
萬
圓
を
.超
ゆ
る
金
額
に
對
し
て
.は
千
分
の 

を
起
ゆ
る
金
額
に
對
し
て
は
.總
て
千
分
の

.二
百
ニ
千
の
比 

を
設
け
ざ
る
は
累
進
税
の
效
能
を
娘
殺
す
る
も
の
に
し
て 

く
所
得
税
に
累
進
税
を
適
用
し
力
る
は
納
税
力
に
應
じ
て 

各
人

’の
資
像
を
公
平
な
ら
し
む
る

Q

趣
旨
に
出
で
た
る
も
の
な
る
に
十
萬
圓
を
屈
ル
る
こ
と 

僅
か
計
-
^
の
所
得
マ
し
何
百
何
千
觀
圓
の
所
得
と
を
同

一

枕
率
を

.以
て
律
せ
ん
と
す
る
は
大

51  

逮
の
沙
汰
に
し
て
是
非
ご
，も
改
せ
ざ
る
可
か
ら
す
、尙
ほ
所
得

.

桃
.
：

課

せ

ら

れ

力

る

法

人

ょ
 

タ
受
く
る
割
赋
賞
與
金
に
對
レ
て
は
配
當
金

W

同
樣
に
所
得
税
：を
，課

せ

ざ

る

の

規
定
な

jsri

ど

も
至
當
の
方
法

I

ふ

可

が
ら
ず
、
或

1

1

桃
ず

る

は
，
重
複
：
課

f

ム

ご

の
說
も

あ

.も

由

 

な
れ
ど
も
、5

賦
賞
與
金
は
法
人
所
得
の

一

部
分
な

る
に

も
せ
ょ
、
之

が

個
人

に

歸

屬

し

力

る

場 

合
に
は
配
當
金
と
共
に
自
ら
別
個
の
課
称

目

的

物
を
爲
す

も
，の

に

し

て

決

し

て

法

V

の

得
 

と

同

一

»

す
可
か
ら
す
、

若

し

も

此
糊
の
所
得
は

，1

旦
，所
得
税
を

.課

.せ
ら
れ
，力
る
，法

人

の

所
得
，
 

の

一

S

分

な

る

力
故
に
絕
對
に
課
税
す
可
か
ら

.ず
ご

云

は
ぐ
所
得
桃
を

課

せ

ら

れ

力

る

個

V
 

の

F
.得
の

J

部
分
を
ハ
科
す
第
三
者
の
所
得

(

華
族
、富
豪
等
の

家
扶
'
家

〈

"
、執

事

の

傅

給

の

如
，,

^

其 

通
例
な

i

亦
絕
對

に

課
税
を
免
か
る
可
さ
等
な

ら

ず

や
、後

者

に
-
在
ク

て

は
如

何

な

る

小

額

 

の
所
論
免
税
點
以
上
の
も
の

)

も
之
を
課
税
の
目

的

物

と

爲

し

な

が

ら

前
者
に

S .CV

て
は 

如
何
な
る
多
額
の
所
得
も
之
を
課
税

の

範
園
外
’に
置
く

は

矛
盾
の
最
も
甚
だ
し
，

も
の
に
し

て
公
平
の
措

f

 

f

、配
當
金
並

R

割
赋
賞
與
金
，不
課
税
の
规
定
は
宜
し
く
之
を
削
涂

ず

-
可 

さ
も
の
な
り
。

 

•

ほ

.お
な
力
ら
土
地
の
收
猛
に

a

し

て

地

粗

、營

業

上

の

，收0
に
對
し
て
營
業
桃
を
課
し
な 

か
ら
資
本
の
刹
子
に
對

.，し
て
牧

#

耽
を
課
せ
ざ
る
は
甚
だ
不
條
理
に
レ
て
殊
に
近
年
資
本
の
：
 

效
用
大

S

進
し
其
收
利
カ
益
，大
な
ら
ん

'と
し

CV  

>
あ

‘る，場
合
は
見
す
く
此
好
财
原
を

0

 

鎮
十

5
 

-

5

i
 r

.

說
所
徵
桃
黑
論
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四
s

o

論
説
所
得
桃
改
正
論

 

m十
！號
 

五ニ

す
る
は
助
政
上

.に
：於
て

i

極
め
て
不
得
策
な

-=v

と
云

.ふ
可
し
、報
見
を
.以
て
す
れ
ぱ
株
式
の
配 

當
、公
債
、社
債
、預
金

.の
：利

-子
等
各
資
本
の
利
子

.に
對
し
て
は
成
る
可
く
與
源
法
に
依
ら
て
比
較

. 

的
に
®
率
な
る
收
猛
耽
を
課
し
其
收
入
が
各
個
人
に
歸
屬
し
た
る

，場

合

に
他
の
收
入
と
合
せ 

て
之
に
累
進
所
得
桃
を
赋
課
す
る
の
得
策
な
る
を
認
む
る
も
の
な

!)

四

以
上
の
餓
黯
に
改
正
を
加
ふ
る

VJ  

&
は
少
な
.か
ら
ざ
る
增
收
を
得
る
見
込
み
な
れ
ど
も
所 

得
額
查
定
の
方
法
を
改
む
る

.に
非
ざ
れ
ぱ
實
，際
に

A

擔
の
公
平
を
圆
ゥ
直
り
充
分
に
所
斯
の 

增
收
を
得
る
こ
と
能
は

J
n

r

る
が
如

.し
、抑
も

.我
所
得
耽
法
は
申
.吿
主
義
に
依
ら
ず
し
て
決
定
主 

義
を
採
り
納
税
者
の
中

.吿
如
何
に
拘
ほ
ら
ず
视
務
暑
の
調
査
に
依
-̂
て
其
所
得
額
を
決
定
す 

る
の
规
定
な
れ
ど
も
實
際
に
は
左
の
如
さ
事
情
に
依
ぅ

.繊
税
者
め

S
-

吿
を
基
礎
と
し
之
に
依 

.て
所
得
額
を
査
定
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
所
得
隱
蔽
の
弊
風
甚
だ
盛
な
る
我
國
に
於
て 

は
官
公
吏
堪
人
等
其
姓
質
上
所
得
を
隱
蔽
す
る
と

V」
能
は
ざ

る

者
の
み
正
ブ
直
に
納
税
し
て

(

此 

場
合
に
，於
て
も
傳
給
以
外
の
所
得
に
就
て
ほ

0
桃
の
機
會
頗

る
.i

し)

他
は

1

般
に
脫
耽
に
依 

て
資
廣
を
免
か
れ
ん
ビ
す
：る
の
倾
向
を

生
，b

>
.
力

n

ツ
ク

の
'所
‘

謂
ぜ
高
に
對
す
る
罰
金
、詐
欺

に

0
す
る
保

®

金」

を
或

S

度
迄
襄
書
，せ
る

.が
如

.

.し

.，.蓋
し
第

..三
種
所
得
に
狂
ク
て
は

(

.一)

泰 

ポ

當

歲

®

年
金
恩
給
退

H

料
を
以

 
>て
唯
一
の
所
得
と
爲
す
も
の
あ
り

(一  
一)4

i
地
、家
屋
よ
タ
生 

ず
る
收
入
を
以
て
全
所
得
を
構
成
す
る
も
の
あ
义
三

)

資
本
の
利
子
を
以
て
所
得
の
全
部
を
占 

む
る
も
の
あ
义
四

)

營
業
上
の
牧
益
を
以
て
所
得
の
源
嚴

W

爲
す
も
の
あ
り

(

五)

一
人
に
し
て
是 

.等
の
所
得
の
，ニ
以
上
を
餅
有
ホ
る
も
の
あ
る
等
其
所
得
の

.源
東
樣
な
ら

•ざ
る
か
故
に
所
得

' 

額
の
査
定
，は
複
雞
面
倒
に
し

‘て
外
部
よ
ム
確
な
る
數
.字
を
知
る
こ
ご
は
殆
ど
不
可
能
な
る 

に
似
た
り
。

U

 )

の
場
合

.に
於
て
官
公
署
，の
支
給
ず
る
得
給
、手
當
、思
，給
等
の
調
査
は
.頗
る
容
易
な
れ
ど
も 

民
間
の
會
社
、銀
行
、學
梭
、工
場
等
よ

◎

支
給
す
る

•も
の
は
之
を
外
部
よ

$

知
る

乙

ご
極
め
て
困 

難
に
し
て
自
ら
所
得
隱
蔽
の
脾
を
滋
か
ら
し
む
る
は
實
際
に
免
か
る
可
か
ら
ざ
る
が
如
し
、殊 

に
所
謂

£2：：

給
取
の
揚
合
に
は
其
月
給
を
以
て
唯
二
の
所
，得
と
爲
す
も
の
は
極
め
て
稀
に
レ
て 

多
く
の
場
合
に
货
て
は
月
給

-の
外
に
手
當
、賞
與
等
の
名

.目
，の
卞
に
年
々
.
‘一
定
の
收
入
を
得
る 

興

收

入

，は

月

給VJ

共
に

.を
ど
规
則
！

^
し
く
所
得
の

一

部
を
成
ず
も
の
な
る
に
實
膨
に
は

' 之
を 

所
得
の
内
に
加

V

ざ
.，る
が
故
に
課
耽
所
得
額
と

'實
際

'
:の
所

.得
額
；と

.の

間

，
に

參

く

の

：
開

&

を

，饼
十一

.
f
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I

翦
十
5
.

稱
十！

卷

ニ

四m

八)

論

m

所
得
桃
吹
正
論

生

ず

る

こ
4
^
.

是

非

為

な

き

次

，第
.な

れ

0
/

a
i

m

地
、家

屋

よ

ム

生

ず

る

所

得

中

、
旧

卿

め

所

得

に

，就

，て

は

释

村

又

は

咎

字

每

に

自

作

小

,
. ̂

に
®

別
し
て

一
反
當
又
は
地
價
瓦
圓
當

-
V

の
所
得
步

.合

を

定

め

，置

さ

，之

に
實

際

の

反
別
义 

は
地
價
を
乘
じ
て
算
出
し
、貸
地
、貸
家
に
就
て

.は
其
地
代
、家
賞
を
調
査
し
て
一
年
の
た
入
額
よ 

6

地

®

公
課
及
び
諸
離
費
を
差
引
力
る
殘
額

' を
以
て
所
得
と
看
做
す
由
な

e

ど
も
其
£
礎
や 

る

可
き

旧
畑
の
牧
入
及
び
地
，代
家
賞
が
果
し
て
正
確
な
る

も

の

な

ク

や
否
や
頗
る
疑
よ

.
し
。

(

三)

資
本
の

.利
子
ホ
公
債
、
®

債
の
利
子
、第

I 

0
所
得
.能
を
課
せ
ら
れ
力
る
法
人
よ
ク
受

く
る 

配

.當
金

®

に
之
に
課
税
す
と
し
て

)
及
び
登
記
せ
ら
れ
力
る
貸
金
の
利
子
は
正
®
に
之
を
知 

る
こ
ご

格

別

困

難

な

ら

ざ

れ

ど

も

第

一
種
，所
得
税
を
課

.せ

.ら
れ

ざ
る
法
人
よ
◊
受

く
る

.
配
當 

企

整
記
せ
ら
れ
.ざ
る
貸
金
の

别

子
、頂
金
の
利
子
等
は
其
調
査
#
だ
困
難
に
し
て
全
然
納
桃
者 

の
中
吿
に
依
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
場
合

®

め
て

多
し
。

(

t

營
業
所
得
に
就
て
は
各
種
類
の

.營
業
に
就
さ
其
利
益
の
多
基
を

#

酌

し

て
豫
め

一

究
の 

收
益
步
合
を
定
め
.置
き
以
て
其
覓
積
額
を
算
出
す
る
も
の
な
れ
ど
も
其
算
出
方
法
が

架

し

て 

當
を
得
力
る
や
否
や
是
れ
亦
大
に
疑
は
ざ
る
を
辱
す
。

(

五)

の
場
合
に
は
其
糊
查
愈

~

困

難

に

，
し

て

猛
"實
隙

VJ.

遠
ざ
か

.る
の
虞
あ

A

例
へ
ぱ
頂
金
、

金

の
利
子
を

.以
て
其
生

®

費

を

補

助

す

る

こ

は

月

給

取

の

階

親

に

於

て

，̂
敢
て
珍
ら
し
か
ら

ざ
る
所
に
し
て
、中
に
は
是
等
の
收
入
が
月
給
に
赵
過
ず
る
、場
合
も
な
き
に
非
ざ
る
に
ホ
明
査

至

®

な
る
爲
め
實
際
に
は
月
給
を
，以
て
唯

一

の
諷
桃
目
的
物
と
爲
す
場
合
少
な
か
ら
ざ
る
が 

如し。

.，
要
t

る
，第
三

a

所
得
は
其
内
溶
甚
だ

®

難

に

し

て

外

部

ょ

.
^
.
正

確

に

之

を

知

る

こ

マ

」

は
事

實
不
可
能
な
る
を
以

V
*

勢

；5

納
税
者
の
申
吿

.に
重

さ

を
置
く
其
結
果
自
ら
脱
耽
の
機
會
を
多

力
ら
し
め
延
；

5

て
全
龍
の
收
入
に
も
大
影
響
を
及
ぱ
し
ウ
わ
る
は
憂
ふ
可

S

事相なれど

も
租
桃
道
徳
の
程
度
極
め

'て

低

く

し

て

股

、税̂

毫

t
P

艰

€
せ
ざ
る
我
國
の
現
：狀
に
於
て
、納
耽

者
の

#

吿
に

f
f
iさ
を
置
き
之
を
基
礎
と
じ
て
所
得
桃
を
決
定
ず
る
以
上
，斯
る
弊
害
を
生
ず
る

は
免
力
る
可
力
ら

S

る
に
し
て
之
を
英
除
せ
ん
マ

J

するじは外部ょ'
容易に之を識別

す
る
こ
ビ
を
得
ぺ

&

有
形
物
に
課
税
の
標
準
を
求
む
る
の
外
な
か
る
可
し
、余
は
此
•意
味
に
於

て

m

三
秘
所
得
に
*
し
て
は
家
星
の
贷
贷
债
格
を
標
準
ビ
し
て
課
税
ず
る
の
適
當
な
る
を
認 

む
る

.も
の
な

b
o

稱
十

一

卷

(IHTHI

九)

識
說
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得
税
吹
冗
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